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（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博 士（ 理 学 ） 氏名 辻村 昇太 
論文題目 













 ⊆ GTを定義した。この部分群GTpはp進数体ℚpの絶対ガロア群Gℚ pを包含している
こと、つまり 
 








               Gℚ p ⊆ GTp 
 






CGT(Gℚab) ⊆ GT 
 
には、自然な分裂がGT ─↠ CGT(Gℚab)存在することを証明した。 
 
  
（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
学位論文では、包含関係Gℚ p  ⊆ GTpの自然な分裂GTp ─↠ Gℚ pを、 
 
 ・望月の「Belyiカスプ化（Belyi cuspidalization）」、 






















要旨公表可能日： ２０２０年 ０３月 ３１日以降 
 
 
